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防
災
ラ
ジ
オ
と

　
　
　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送

　
市
で
は
、
市
内
の
94
カ
所
に
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
防
災

情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
放
送
し

て
い
ま
す
。

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

も
、
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
ま
た
、
屋
外
に
い

る
方
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、

離
れ
た
場
所
や
屋
内
に
い
る
方
は
、

聞
こ
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
屋
内
で
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
大
切
な
情
報
を

確
実
に
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

放
送
す
る
内
容

　
①
防
災
情
報

　
【
市
内
全
域
】

　
・�

各
種
警
報（
大
雨
、
洪
水
、

暴
風
、
大
雪
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
、
特
別
警
報
等
）

　
・
火
災
情
報（
発
生
、
鎮
圧
時
）

　
・�

安
達
太
良
山
の
噴
火
警
戒
情

報

　
・
国
民
保
護
情
報（
ミ
サ
イ
ル
）

　
・�

緊
急
地
震
速
報（
中
通
り
で

震
度
４
以
上
の
予
測
の
場

合
）　
な
ど

　
【
地
域
別
】

　
・
避
難
所
開
設
・
閉
鎖
情
報

　
・
河
川
氾
濫
注
意
情
報　
な
ど

　
②
定
時
放
送

　
�　

動
作
確
認
の
た
め
、
決
ま
っ

た
時
間（
地
域
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）に
メ
ロ
デ
ィ
ー
音
を
流

し
ま
す
。

　
※�
も
し
、「
決
ま
っ
た
時
間
に

音
楽
が
流
れ
て
い
た
の
に
全

く
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
」な

ど
気
付
い
た
場
合
は
、
下
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
③
そ
の
他
の
情
報

　
【
市
内
全
域
】

　
・
高
温
注
意
情
報
、
防
霜
対
策

　
【
地
域
別
】

　
・
ク
マ
出
没
情
報

　
・
行
方
不
明
者
、
遭
難
者
対
策

　
・
不
審
者
情
報　
な
ど

防
災
に
関
す
る
出
前
説
明
会
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
防
災
に
関
す
る
知
識
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
方
、
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
な
ど
、
行
政
区
や
各

種
団
体
向
け
に
、
市
の
担
当
者
が

出
向
い
て
防
災
に
関
す
る
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
向
け
の
内
容
や
、
防
災

グ
ッ
ズ
作
り
な
ど
、
希
望
に
応
じ

た
説
明
会
を
行
う
こ
と
も
出
来
ま

す
の
で
、
気
軽
に
左
記
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　
生
活
環
境
課
生
活
防
災
係

　
☎（
55
）５
１
０
２

　
Fax（
22
）４
４
７
９

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

各
分
野
で
活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

服は
っ
と
り部

　
悌て
い
じ二

さ
ん（
65
）

元
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
消
防
長（
油
井
）

瑞
宝
単
光
章

遠え
ん
ど
う藤

　
精せ
い
い
ち一

さ
ん（
70
）

元
各
種
統
計
調
査
員（
田
沢
）

瑞
宝
単
光
章

佐さ
と
う藤

　
民た
み
お男

さ
ん（
75
）

元
安
達
町
消
防
団
団
長（
上
川
崎
）

瑞
宝
単
光
章

熊く
ま
だ田

　
良り
ょ
う
い
ち一さ

ん（
72
）

元
福
島
県
警
部
補（
杉
田
町
）

旭
日
双
光
章

山や
ま
ぐ
ち口

　
純じ
ゅ
ん
い
ち一さ

ん（
72
）

　
元
二
本
松
信
用
金
庫
理
事
長

（
松
岡
）
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～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

市
民
が
主
役
。

二本松市長

にほんまつDMO

冬
シ
ー
ズ
ン
予
約
開
始
！

福
島
県
民
限
定

「
二
本
松
市
内
宿
泊
施
設
限
定

ク
ー
ポ
ン
」の
ご
案
内

　
市
内
の
宿
泊
施
設
限
定
で
宿
泊

割
引
を
受
け
ら
れ
る
宿
泊
ク
ー
ポ

ン
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
福
島
県
民
限
定
と
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト
ま
た

は
、
市
内
の
旅
行
会
社
を
通
じ
た

予
約
で
宿
泊
割
引
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

予
約
対
象
期
間

　
12
月
１
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

１
月
30
日（
土
）ま
で

宿
泊
対
象
期
間

　
12
月
１
日（
火
）か
ら
１
月
31
日

（
日
）チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で

割
引
額

　
１
泊
に
つ
き
１
人
８
千
円
以
上

（
税
込
）の
宿
泊
に
対
し
、
５
千
円

割
引

※�

国
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
と
の
併
用
も
可

能
で
す
。

※�

割
引
ク
ー
ポ
ン
は
、
予
定
枚
数

配
布
完
了
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。

申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

※�

に
ほ
ん
ま
つ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ア

　
ク
セ
ス
い
た
だ

　
け
ま
す
。

②
電
話
予
約

・
株
式
会
社
髙
島
観
光

　
☎（
23
）５
７
５
７

・
福
島
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ベ
ル

　
☎（
22
）７
０
７
７

・
あ
だ
た
ら
観
光

　
☎（
23
）２
４
２
１

・
東
和
旅
行
サ
ー
ビ
ス

　
☎（
66
）２
３
３
３

・�

福
島
交
通
株
式
会
社
二
本
松
営

業
所

　
☎（
23
）０
１
２
３

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
観
光
課
観
光
立
市
係

　
☎（
55
）５
０
９
５

　
Fax（
22
）８
５
３
３

障
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
～
12
月
３
日
～
９
日
は

　
　
「
障
が
い
者
週
間
」で
す
～

　
「
障
が
い
者
週
間
」は
、
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

が
い
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
と
い
っ
て
も
、
一
目
で

障
が
い
と
分
か
る
方
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歩
く
こ
と
が
不
自

由
な
方
や
、
他
人
と
関
わ
る
こ
と

に
難
し
さ
が
あ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
障
が
い
は
、
本
人

だ
け
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
が
中
心
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
、
本
人
を
囲
む
社
会
の
側
の

「
壁
」が
障
が
い
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
こ

と
が
社
会
全
体
の
考
え
方
と
は

な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
障
が
い
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
は
、
決

し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
方
が
生
活
の
し
づ
ら
さ

を
ど
れ
だ
け
感
じ
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
想
い
、
理
解
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
週
間
を
、
そ
う
し
た
機
会

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
55
）５
１
１
３

　
Fax（
22
）１
５
４
７

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
中
で
慢
延
し
、
日
本
で
も

各
地
に
お
い
て
感
染
が
拡
大
し
て

お
り
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
延

期
、
学
校
一
斉
休
校
、
二
本
松
の

提
灯
祭
り
を
は
じ
め
、
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
中
止
な
ど
、
様
々
な
面
で

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
市
民
の
命
と

生
活
を
守
り
、
感
染
防
止
と
経
済

再
生
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
日
々
、
全
て
の
人
々
の

「
つ
つ
が
な
き
や
」と
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
か
つ
て
市
内
の
亀
谷
に

「
切
通
し
の
坂
」と
呼
ば
れ
る
急
な

坂
で
通
行
の
難
所
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
坂
は
大
工
事
に
よ
っ
て
切
り

下
げ
ら
れ
国
道
と
な
り
、
町
の
南

と
北
を
結
ぶ
重
要
な
道
路「
切
通

し
」と
な
り
ま
し
た
。

　「
切
通
し
」の
開
通
に
よ
り
、
人

や
重
い
荷
を
曳ひ

い
た
牛
馬
が
毎
日

の
よ
う
に
通
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
を
見
た
通
称「
村
越
の
小お

父じ

さ

ん
」と
呼
ば
れ
た
料
亭「
村
越
」の

加
藤
豊
治
さ
ん
が
、
こ
の
頂
上
に
、 「

水
飲
み
場
が
あ
れ
ば
道
行
く
人

が
助
か
る
」と
考
え
、
私
財
を
投

じ
て
清
ら
か
な
水
を
導
き
出
し
、

旅
人
や
通
学
生
、
牛
馬
の
た
め
の

水
飲
み
場
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ

を「
豊
潤
水
」と
呼
び
ま
し
た
。

　
こ
の「
豊
潤
水
」の
周
辺
に
、
汽

車
に
乗
る
人
の
た
め
に
時
計
を
設

け
た
人
、
花
を
植
え
て
く
れ
た
人
、

散
水
や
近
辺
の
清
掃
を
し
て
く
れ

た
人
、
立
派
な
彫
刻
を
飾
っ
て
く

れ
た
人
が
お
り
ま
し
た
。

　
県
知
事
が
旅
人
に
旅
の
安
全
を

呼
び
か
け
る
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　「道
行
く
人
　
つ
つ
が
な
き
や
」

　
何
事
も
な
く
健
康
で
元
気
で
い

て
ほ
し
い
と
願
う
二
本
松
の
人
々

の
優
し
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が「
つ
つ
が
な
き
や
」

と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

道
行
く
人
　
つ
つ
が
な
き
や
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区分 農業委員 農地利用最適化推進委員

募集人員 19人 19人
※担当区域ごとに定員を定めて募集します。

任期 令和３年８月１日～令和６年７月31日 令和３年８月(農業委員会が委嘱した日)
　　　　　　　　　　～令和６年７月31日

身分 市の特別職の非常勤職員

主な業務

・�農業委員会総会に出席し、農地の権利移
動、転用などに関する議案を審議します。
・�農地利用最適化推進委員と連携して、農
地利用の最適化（担い手等への農地利用の
集積・集約、遊休農地の発生防止・解消、
新規参入等の促進等）の活動を行います。

・�農業委員と連携し、担当区域内で農地利
用最適化のための現場活動を行います。
・�農業委員会総会に出席して意見を述べま
す。

応募資格

　市内に住所を有する方で、農業に関する
識見を有し、農地等の利用の最適化に関す
る事項その他の農業委員会の所掌に属する
事項に関し、その職務を適切に行うことが
できる方

　市内に住所を有する方で、農地等の利用
の最適化の推進に熱意と識見を有する方

受付期間 令和３年２月１日(月) ～３月１日(月)

応募方法
　所定の用紙に必要事項を記入の上、持参または郵送により提出してください。
※�「推薦・応募用紙」および「募集要項」は提出先の窓口に備え付けてあるほか、市ウェブサ
イトからもダウンロードできます。
※郵送の場合は３月１日(月)必着

提出先 　農業振興課、農業委員会事務局または各支所産業建設課
※持参の場合は、開庁日の８:30～17:15の間に窓口へ提出してください。

任命・委嘱
　推薦および応募があった候補者の中から、
市長が評価委員会の評価に基づいて選定し、
市議会の同意を得て任命します。

　推薦および応募があった候補者の中から、
農業委員会で選定し、委嘱します。

問い合わせ先 農業振興課農政係
☎(55)5116 FAX(22)8533

農業委員会事務局
☎(55)5148 FAX(22)8533

二本松市農業委員
二本松市農地利用最適化推進委員を募集します
　「農業委員」および「農地利用最適化推進委員」の任期が令和３年７月31日で満了となります。
　これに伴い、市では、新たな委員となる方の推薦、または応募による募集を行います。
　募集に当たっては、農業委員会に関わる職務を適切に行うことができる方に加え、農業振興に
おいて重要な役割を果たしている女性や、意欲ある青年農業者の積極的な推薦・応募をお待ちし
ています。
　募集の詳細については下表のとおりです。

※�「農業委員」については、認定農業者が委員
の過半数を占める必要があるほか、農業者
以外の方で委員会の所管事項に関して利害
関係を有しない方（中立委員）を１人以上含
めることとされています。
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